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載

雷神の突き手と引き手（俵屋宗達筆）

野口正行氏近影

道衣で気合をいれる野口六段
（特集された雑誌で表紙を飾る）
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雷
神
ジ
ャ
パ
ン
は
、ラ
イ
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ン
グ
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Ｕ
Ｎ佐
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建
吉

代
表
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事

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

NEWS

チャレンジする

～挑戦者の履歴書

Someone

第㉖回

野
口 

正
行 

氏
（
一
般
財
団
法
人
日
本
空
手
道
振
興
協
会
会
長
）

▼
「
風
神
雷
神
」
が

　
つ
な
が
り

筆
者
の
事
務
室
に
は
、
俵

屋
宗
達
の
風
神
雷
神
の
壁
図

が
あ
る
。
２
年
ほ
ど
前
の
あ

る
日
、
今
回
紹
介
す
る
空
手

道
振
興
協
会
・
会
長
の
野
口

正
行
氏
が
、
「
い
い
絵
が
あ

り
ま
す
ね
。
」
と
、
来
て
く

れ
た
。
実
は
、
事
務
所
が
隣

同
士
で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
立

話
す
る
と
、
雷
神
の
左
手

は
、
空
手
の
「
突
き
手
」
の

型
で
あ
る
と
教
え
て
く
れ

た
。
風
力
発
電
や
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
象
徴
と
し
て
風
神

雷
神
を
掲
示
し
て
い
た
が
、

新
た
な
視
点
を
得
た
の
で
あ

っ
た
。

正
直
に
い
え
ば
筆
者
は
、

「
空
手
」
は
体
験
し
た
こ
と

も
な
く
全
く
無
知
で
あ
る
。

剣
道
や
柔
道
な
ど
の
武
道
も

経
験
が
な
い
。
闘
争
心
を
持

た
ず
し
て
こ
の
歳
ま
で
や
っ

て
き
た
。
が
、
日
本
の
武
道

や
芸
道
の
真
髄
を
知
ろ
う
と

す
る
と
、
そ
の
作
法
や
技
に

は
、
知
恵
や
深
慮
に
裏
打
ち

さ
れ
た
奥
儀
が
あ
る
こ
と
に

気
づ
く
。
同
様
に
、
文
芸
や

工
芸
な
ど
に
も
奥
義
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
日
本
の
伝
統

や
所
作
に
な
り
、
文
化
や
日

本
人
魂
を
つ
く
っ
て
い
る
。

昨
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
、
空
手
は
正
式
競
技
と
し

て
行
わ
れ
、
海
外
選
手
も
活

躍
し
た
。

こ

の

コ

ラ

ム

で

は
、

「
ノ
」
の
人
物
を
紹
介
す
る

回
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
今

回
は
、
空
手
道
の
普
及
家
で

あ
る
野
口
正
行
氏
を
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
空
手
道
に

つ
い
て
学
ぶ
機
会
と
し
た
い
。

▼
空
手
道
と
は

空
手
道
は
、
沖
縄
に
誕
生

し
た
と
い
う
。
そ
の
歴
史
的

な
由
来
に
は
興
味
が
あ
る

が
、
す
ぐ
に
は
調
べ
ら
れ
な

い
。
こ
こ
で
は
、
空
手
の
由

来
が
、
唐
手
（
と
う
で
、
か

ら
て
）
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど

に
留
め
て
置
き
た
い
。
な

お
、
唐
手
か
ら
空
手
へ
の
変

遷
は
、
沖
縄
の
空
手
の
大

家
、
花
城
長
茂
が
「
空
手
空

拳
」
（
と
し
ゅ
く
う
け
ん
）

の
意
味
、
す
な
わ
ち
、
武
器

を
持
た
ず
、
素
手
で
敵
に
立

ち
向
か
う
と
い
う
意
味
に
解

し
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。

空
手
で
は
、
棒
や
刃
物
の
よ

う
な
武
器
を
持
つ
敵
に
対
し

て
、
素
手
で
あ
っ
て
も
対
処

で
き
る
よ
う
訓
練
し
て
い
る

の
だ
。

１
９
２
９
年
（
昭
和
４

年
）
、
後
述
す
る
船
越
義
珍

が
師
範
を
務
め
て
い
た
慶
應

義
塾
大
学
唐
手
研
究
会
で
、

般
若
心
経
の
「
空
」
の
概
念

か
ら
唐
手
を
空
手
に
改
め
る

と
発
表
し
た
の
を
き
っ
か
け

に
、
本
土
で
の
空
手
表
記
が

急
速
に
広
ま
っ
た
。
さ
ら
に

他
の
武
道
と
同
じ
よ
う
に

「
道
」
の
字
を
つ
け
、「
唐
手

術
」
か
ら
「
空
手
道
」
に
改

め
ら
れ
た
。

現
在
、
空
手
道
に
は
、
剛

柔
流
・
松
濤
館
流
・
糸
東

流
・
和
道
流
の
４
大
流
派
が

あ
る
と
い
う
。
野
口
氏
の
協

会
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
抜
粋
し
て
示

す
。

【
剛
柔
流
】

◇
流
祖
・
創
始
者
／
宮
城

長
順
（
１
８
８
８
～
１
９
５

３
）。
沖
縄
県
那
覇
市
東
町

に
生
ま
れ
、
東
恩
納
寛
量
に

那
覇
手
を
学
ぶ
。
修
行
の
た

め
16
歳
で
中
国
福
建
省
へ
渡

り
、
研
鑽
を
積
ん
だ
。
宮
城

は
修
行
と
研
究
の
末
に
独
自

の
呼
吸
法
を
作
り
上
げ
、
ま

た
予
備
運
動
、
基
本
動
作
、

補
助
運
動
、
基
本
型
（「
撃

砕
」
な
ど
）
と
い
っ
た
体
系

づ
け
た
練
習
法
を
確
立
し

た
。
こ
れ
が
や
が
て
「
剛
柔

流
」
空
手
道
と
し
て
沖
縄

県
、
本
土
へ
と
普
及
し
て
い

滑
ら
か
な
動
作
が
多
い
。
こ

の
動
作
は
接
近
戦
に
な
っ
た

と
き
、
相
手
の
技
を
受
け
流

し
引
き
込
ん
で
利
用
し
、
そ

の
力
を
使
っ
て
反
撃
す
る
意

味
を
も
っ
て
い
る
。
独
特
の

呼
吸
法
や
、「
ム
チ
ミ
」
と

い
う
粘
り
の
あ
る
動
作
も
剛

柔
流
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。

【
松
濤
館
流
】

◇
流
祖
・
創
始
者
／
船
越

義
珍
（
１
８
６
８
～
１
９
５

７
）。
沖
縄
県
首
里
山
川
町

に
生
ま
れ
、
首
里
手
の
大

家
、
糸
洲
安
恒
・
安
里
安
恒

に
学
ぶ
。
１
９
２
２
年
に
上

京
。
文
部
省
主
催
の
第
一
回

体
育
博
覧
会
で
演
武
、
唐
手

術
（
空
手
道
の
当
時
の
名

称
）
を
初
め
て
本
土
で
公
開

し
た
。
東
京
に
留
ま
り
、
松

濤
館
道
場
の
創
設
や
、
大
学

を
中
心
と
し
た
長
年
の
指
導

で
多
く
の
門
弟
を
育
て
た
。

既
述
の
よ
う
に
１
９
２
９

年
、
唐
手
術
を
「
空
手
道
」

に
改
称
。
１
９
４
８
年
に
は

日
本
空
手
協
会
が
発
足
、
最

高
師
範
に
就
任
し
た
。
松
濤

二
十
訓
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
精
神
修
養
の
重
要
性
を

説
い
た
人
物
で
も
あ
る
。

「
松
濤
館
」
と
い
う
名
称
は

船
越
の
雅
号
「
松
濤
」
に
由

来
し
て
い
る
。

◇
松
濤
館
の
特
徴
／
遠
い

間
合
い
か
ら
の
攻
撃
と
、
直

線
的
な
動
き
が
特
徴
。
深
く

腰
を
落
と
し
た
立
ち
方
か

ら
、
大
き
な
運
足
で
移
動
し

技
を
極
め
る
動
き
が
多
く
見

ら
れ
る
。

【
糸
東
流
】

流
祖
・
創
始
者
／
摩
文
仁

賢
和
（
１
８
８
９
～
１
９
５

２
）。
沖
縄
県
首
里
市
で
生

誕
。
１
３
歳
の
時
、
首
里
手

の
大
家
・
糸
洲
安
恒
の
も
と

に
入
門
。
19
才
の
時
に
宮
城

長
順
の
紹
介
に
よ
り
、
那
覇

手
の
祖
で
あ
る
東
恩
納
寛
量

に
教
え
を
受
け
た
。
１
９
３

４
年
、
大
阪
に
空
手
道
場

『
養
秀
館
』
を
開
設
。
こ
れ

を
期
に
、
糸
洲
の
「
糸
」
と

東
恩
納
の
「
東
」
を
と
っ
て

後
も
、
両
派
以
外
に
松
村

派
、
新
垣
派
な
ど
の
各
派
も

修
め
、
空
手
以
外
で
も
琉
球

古
武
術
の
棒
術
、
釵
術
、
添

石
流
棒
術
な
ど
を
学
ん
だ
。

こ
の
た
め
、
首
里
手
・
那
覇

手
を
中
心
に
幅
広
い
技
術
体

系
が
確
立
さ
れ
て
い
る
流
派

で
あ
り
、
他
の
流
派
と
比
べ

て
も
形
の
種
類
が
多
い
。
精

神
教
育
に
重
き
を
置
い
た
摩

文
仁
は
『
君
子
の
拳
』「
世

を
保
つ
国
の
守
り
の
な
る
人

の　

心
に
兵
法　

つ
か
わ
ぬ

は
な
」
を
唱
導
し
、
人
格
の

形
成
・
向
上
を
目
指
し
た
指

導
を
行
い
、
現
在
も
師
の
志

を
多
く
の
弟
子
た
ち
が
継
承

し
て
い
る
。

【
和
道
流
】

◇
流
祖
・
創
始
者
／
大
塚

博
紀
（
１
８
９
２
～
１
９
８

２
）。
茨
城
県
下
館
市
で
生

誕
。
５
歳
の
時
、
江
橋
長
次

郎
か
ら
為
我
流
柔
術
の
手
ほ

ど
き
を
受
け
る
。
そ
し
て
13

歳
の
時
、
中
山
辰
三
郎
の
も

と
で
神
道
揚
心
流
柔
術
を
学

ん
だ
。
１
９
２
２
年
、
大
塚

は
船
越
義
珍
（
富
名
腰
義

珍
）
を
訪
ね
空
手
の
修
行
を

始
め
、
そ
の
後
も
１
９
２
８

年
、
摩
文
仁
賢
和
に
、
翌
年

に
は
本
部
朝
基
に
も
師
事
し

た
。１

９
３
４
年
、
東
京
都
神

田
区
に
大
日
本
空
手
道
振
興

倶
楽
部
と
い
う
道
場
を
開

設
。
後
に
空
手
と
柔
術
（
古

語
で
は
和
術
）
を
総
合
し
た

「
和
」
し
た
道
と
い
う
こ
と

か
ら
、「
和
道
流
」
と
改
名

し
た
。

◇
和
道
流
の
特
徴
／
大
塚

博
紀
が
柔
術
（
神
道
揚
心

流
）
を
学
ん
で
い
た
影
響
か

ら
、「
流
す
」「
乗
る
」「
往

な
す
」
な
ど
の
体
捌
き
が
見

ら
れ
る
。
相
手
の
攻
撃
に
対

し
、
力
を
も
っ
て
力
を
制
す

る
の
で
は
な
く
、
体
の
裁
き

に
よ
っ
て
受
け
流
し
、
攻
撃

に
転
ず
る
。
つ
ま
り
、
相
手

の
技
を
流
し
た
動
作
が
す
で

に
攻
撃
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
和
道
流
の
起
源
が
柔

術
を
取
り
込
ん
だ
も
の
だ
か

ら
で
あ
る
。

「
武
の
道
は
和
の
道
で
あ

る
。
和
の
道
で
あ
る
武
の
道

を
究
め
て
和
の
道
を
求
む
る

の
が
武
の
道
で
あ
る
。」
武
の

道
の
根
本
理
念
は
全
人
類
の

平
和
と
福
祉
に
あ
る
と
説
く
。

▼
野
口
正
行
氏

野
口
氏
は
、
１
９
５
０
年

４
月
28
日
に
、
群
馬
県
高
崎

市
に
生
ま
れ
た
。
中
学
１
年

か
ら
空
手
道
場
に
通
い
始
め

た
。
千
葉
商
科
大
学
に
進
み

本
格
的
に
鍛
え
た
。
ハ
ワ
イ

の
道
場
で
１
年
間
、
指
導
経

験
を
し
た
後
、
１
９
７
７
年

（
昭
和
52
年
）
に
江
東
区
に

お
い
て
、
故
山
口
剛
玄
先
生

の
許
可
を
得
て
全
日
本
空
手

道
剛
柔
会
港
湾
支
部
を
立
ち

上
げ
た
。
２
年
後
の
79
年
に

は
、
自
道
場
を
全
日
本
空
手

道
一
友
会
に
改
め
た
。
そ
の

名
は
、「
一
つ
の
真
心
を
以

て
接
す
れ
ば
、
万
の
友
を
得

る
。
二
心
を
以
て
接
す
れ

ば
、
一
人
の
友
も
得
ら
れ
な

い
。」
に
由
来
す
る
。

そ
の
後
も
、
故
山
口
剛
玄

の
教
え
を
受
け
、「
空
手
に

先
手
な
し
」「
人
に
打
た
れ

ず
人
打
た
ず
」
の
理
念
の
基

づ
き
、
剛
柔
流
の
道
を
日
々

精
進
し
、
か
つ
現
在
も
多
く

の
指
導
者
に
受
け
継
ぎ
、
各

地
へ
と
普
及
が
進
ん
で
い

る
。
空
手
道
を
通
じ
て
日
本

の
将
来
を
背
負
う
若
者
を
厳

し
く
、
そ
し
て
温
か
く
導
い

て
い
る
。

一
友
会
は
、
関
東
地
方
と

長
野
県
に
４
０
０
０
名
の
道

場
生
と
50
名
の
指
導
者
を
持

ち
、
お
も
に
小
学
生
と
中
学

生
に
空
手
道
の
指
導
育
成
を

行
っ
て
い
る
。
日
本
最
大
の

空
手
道
大
組
織
と
な
っ
て
い

る
。
毎
年
恒
例
の
全
日
本
少

年
少
女
武
道
（
空
手
道
）
錬

成
大
会
で
は
、
一
友
会
は
８

種
目
中
７
種
目
制
覇
な
ど
の

実
績
を
上
げ
て
い
る
。
こ
う

し
た
実
力
の
秘
密
を
明
か
そ

う
と
空
手
道
の
雑
誌
で
は
特

集
が
組
ま
れ
た
【
写
真
】。

そ
の
雑
誌
で
、
野
口
氏

は
、
若
手
指
導
者
の
悩
み
に

Ｑ
＆
Ａ
と
し
て
、
◎
正
中
線

（
ぶ
れ
な
い
軸
）
を
持
て
、

◎
失
敗
を
恐
れ
る
な
、
◎
チ

ャ
ン
ス
を
逃
が
す
な
、
◎
面

倒
く
さ
が
る
な
、
◎
威
張
る

な
、
と
説
い
て
い
る
。

野
口
氏
は
、
２
０
１
７

年
、
道
場
開
設
か
ら
40
年
を

記
念
し
、
一
般
社
団
法
人
全

日
本
空
手
道
一
友
会
の
会
長

を
後
輩
の
小
原
博
氏
に
譲

り
、
自
身
は
名
誉
会
長
と
な

っ
て
い
る
、

現
在
、
野
口
氏
は
、
空
手

道
を
束
ね
、
さ
ら
に
普
及
向

上
さ
せ
よ
う
と
一
般
財
団
法

人
日
本
空
手
道
振
興
協
会
を

設
立
し
会
長
と
し
て
、
活
動

し
て
い
る
。
一
友
会
と
振
興

協
会
で
は
、
年
３
回
の
競
技

会
を
開
催
し
、
規
模
や
会
員

数
だ
け
で
な
く
、
実
力
の
向

上
を
図
り
、
世
界
に
空
手
道

の
心
技
体
を
広
め
よ
う
と
し

て
い
る
。

▼
ま
と
め

公
益
財
団
法
人
全
日
本
空

手
道
連
盟
、
Ｊ
Ｋ
Ｆ
（
会

長
、
笹
川
堯
）
が
あ
り
、

「
空
手
道
憲
章
」
を
制
定
し

て
い
る
。
そ
の
前
文
に
は
空

手
道
に
つ
い
て
の
意
気
込
み

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
そ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
第
１
～

第
３
条
に
も
条
文
化
さ
れ
て

い
る
。

第
一
条
（
目
的
）
／
空
手

道
は
、
日
々
の
心
身
の
練
磨

を
通
じ
て
強
靭
な
身
体
を
鍛

え
、
人
格
を
陶
冶
し
、
心
身

と
も
に
有
為
な
人
物
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
二
条
（
心
構
え
）
／
空

手
道
の
修
行
を
志
す
者
は
、

空
手
道
の
品
位
と
威
厳
を
保

つ
た
め
、
礼
節
、
正
義
感
、

道
徳
心
、
克
己
、
勇
気
か
ら

な
る
資
質
（
倫
理
的
規
範
）

の
涵
養
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
三
条
（
稽
古
）
／
稽
古

に
当
た
っ
て
は
、「
礼
に
始

ま
り
礼
に
終
わ
る
」
の
教
え

に
従
い
、
基
本
を
重
視
し
、

技
の
習
熟
に
応
じ
た
心
技
体

の
融
和
を
求
め
て
修
練
す
る
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
男
女

日
本
代
表
「
雷
神
ジ
ャ
パ

ン
」
は
、「
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ

ン
」
に
重
ね
て
名
づ
け
ら
れ

た
と
い
う
。
風
神
雷
神
は
空

手
道
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、

妙
技
の
型
で
も
あ
る
。
い
ま

や
空
手
道
は
、
国
内
は
も
と

よ
り
世
界
各
国
に
普
及
し
、

国
際
交
流
を
通
じ
て
世
界
平

和
の
実
現
、
健
全
で
有
為
な

青
少
年
の
育
成
等
に
多
大
な

貢
献
を
し
て
い
る
。
野
口
氏

の
海
外
展
開
も
大
い
に
期
待

し
た
い
。

※
空
手
用
語
註
解

【
型
（
形
）】
型
（
形
）
と

は
、
一
人
で
演
武
す
る
空
手

の
練
習
形
式
で
あ
る
。

【
組
手
】
組
手
は
、
主
に
二

人
で
相
対
し
て
お
こ
な
う
練

習
形
式
で
あ
る
。
決
め
ら
れ

た
手
順
に
従
っ
て
技
を
掛
け

合
う
「
約
束
組
手
」
、
自
由

に
技
を
掛
け
合
う
「
自
由
組

手
」
、
さ
ら
に
は
勝
敗
を
目

的
と
し
た
「
組
手
試
合
」
が

存
在
す
る
。

【
寸
止
め
】
打
撃
に
よ
る
怪

我
を
防
ぐ
た
め
、
原
則
相
手

の
皮
一
枚
で
止
め
る
「
寸
止

め
」
も
し
く
は
「
極
め
」
と

呼
ば
れ
る
試
合
形
式
。
主
に

全
空
連
に
加
盟
す
る
伝
統
派

空
手
の
各
流
派
で
行
わ
れ
て

い
る
。
試
合
に
よ
っ
て
は
防

具
着
用
を
義
務
付
け
る
場
合

も
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
直
接

打
撃
は
認
め
て
い
な
い
。

【
フ
ル
コ
ン
タ
ク
ト
】
フ
ル

コ
ン
タ
ク
ト
と
呼
ば
れ
る
直

接
打
撃
を
認
め
る
試
合
形

式
。
防
具
な
ど
を
一
切
着
用

せ
ず
素
手
、
素
足
で
試
合
を

す
る
。
た
だ
し
、
顔
面
へ
の

拳
に
よ
る
攻
め
、
金
的
へ
の

蹴
り
、
膝
へ
の
関
節
蹴
り
な

ど
急
所
攻
撃
は
禁
じ
て
い
る
。

っ
た
。「
剛
柔
流
」

と
い
う
名
称
は
、
中

国
の
書
物
『
武
備

誌
』
の
中
の
「
法
呑

吐
剛
柔
」
と
い
う
言

葉
に
ち
な
ん
で
、
１

９
３
０
年
に
つ
け
ら

れ
た
。

◇
剛
柔
流
の
特
徴

／
円
を
描
く
よ
う
な

「
糸
東
流
」
と
名
乗

り
、
開
祖
と
な
る
。

摩
文
仁
賢
和
、
45
歳

の
時
で
あ
る
。

◇
糸
東
流
の
特
徴

／
研
究
熱
心
な
摩
文

仁
賢
和
は
糸
洲
安

恒
、
東
恩
納
寛
量
の

二
人
の
師
に
就
い
た


